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あらすじ

黒く淀んだ部会の川。ここには、フィラリア病やマラリア

を媒介するアカイエ蚊やハマダラ蚊のボーフラが生きている。

殺虫剤の研究と指導のため、たまたま滞在したバンコック

で、私たちは意外なことを発見した。第一に、ボーフラがい

るはずの水たまりに、ボーフラはいなくて、小さな魚がうじ

やうゃ繁殖しているところがあったこと。 （南アフリカ原

産のグッピーという熱帯魚であることが分った。）第二に、

DDTやBHCは微量ではボーフラに利かなくて魚だけを殺

してしまうこと。

殺虫剤の使用は害虫駆除にかなりの成果を収めた反面、人

や家畜の健康をおびやかし、反省の時期にきていた。

さて東京の研究室にグッピーを持ち帰って研究してみると、

汚い水に住みついき、よくボーフラを食べ、どんと．ん繁殖する。

グッピーは胎生メダカの仲間で、卵は雌の体内で受精し、長

さが数ミリの小魚になってから産み落される。

毎月一回位、一回に二、三十匹、多い時には五十匹以上の

子を産む。産み落された子は二ヶ月あまりで親に成長し、子

を生み始める。

しかし、 寒さには弱く水温が14度以下になると死んでし

まう。だから、グッピーは、 H本の冬を野外では越せないと

思われた。

ところが、日本にもグッピーが住みついていたのである。

伊豆の蓮台寺温泉や、寒風の吹きすさぶ備り'|､|の戸倉柵泉でさ

えも､近くの温泉旅館から流れ出る水温30℃位のドブ川で、、

グッピーは越冬し、夏になると繁殖していた｡ボーフラは全然

いなかった。

ところで、日本にはもう一種類の舶来メダカが住みついて

いた。マラ'ノアを媒介するハマダラ蚊のボーフラを退治しよ

うという目的で､50年ほど前に東京周辺に放きれたタップミノ

ウがそれである。排液で汚れた東京湾やそれにつながる水系

にひそかに繁殖していた。しかしタップミノウはグ､ソピーと

ちがって寒さに強いかわりに気の荒い魚で、自分の産んだ子

まで食べてしまう。

徳島市から蚊の駆除についてのｷII談を受けたので、私たち

は、このタップミノウを使ってみた。

寒さに強いタップミノウは、この街の周辺に住みついてボ

ーフラの駆除に大いに役立っている。

鹿児島衛生部では、温泉を利用してク㈱ツピーを繁殖させ、

これを県下に配布して蚊の駆除に役立てている。

私たちも、冬でも暖いビルの地下室の水たまりや地下鉄の

溝に発生するボーフラ退治にグッピーを放してみた。

その間、殺虫剤の研究もすすんだ。有機リン剤のフェニト

ロチオンは、 DDTやBHCとは反対に極めて薄い濃度でボ

ーフラを殺すが、魚には害がない。

しかし、この殺虫剤は二、三日たつと殺虫力がなくなって

しまうのはなぜだろう。

研究中の佐々学教授

私たちはこんな実験をしてみた。 二つのシャーレにド

ブの水をとり、一方は加熱して滅菌する。それぞれにフェニ

トロチオンを加えてみる。

滅菌した方は何日経ってもフェニトロチオンの殺虫効果が

失われない。

どうやら水の中の微生物がﾌｪ≦ﾄﾛﾁｵﾝの効力をな●
す働きをするらしいと分った。

更に実験をすすめた結果、枯草菌などの微生物がフェニト

ロチオンの化学構造をかえ、毒性の殆んどない化合物に分解

してしまうからであることが分った。

野外の広いドブや水田では、グ､ソピーだけでボーフラを退

治しようとしても、グッピーが蛸えるまでに何ヶ)｝もかかる。

だから、まずフェニトロチオンのような殺虫剤を散布してか

ら、グッピーを放しておく。

こうして適当な薬剤と天敵をうまく併川することで、自然

界を汚染することなく 、害虫も駆除することができる。

汚水に強い舶来メダカを使って、蚊の駆除だけでなく 、汚

れきった川をきれいにできないものかと、私たちの研究は更

に発展していく。

この映画を観てllllllllllllllllllll

この映画をみた子どもたちはダｯビｰにﾍドﾛをやってi●
い出すだろう。薬品公害の中で、生物を使って人間の生活を

豊かにしていくこの映画には、夢がある。科学的なものの見

方、考え方を養う上でも、生徒たちに積極的に見せたい。

豊島高校阿部正敏先生
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指導 東京大学医科学研究所
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製作 桜 映画社


